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株式会社オガワエコノスの 

「ＳＭＢＣ環境配慮評価私募債eco バリュー up」買受けについて 

 

株式会社三井住友銀行（頭取：國部 毅）は、株式会社オガワエコノス（代表取締役会長：

小川 勲）の発行する「ＳＭＢＣ環境配慮評価私募債eco バリュー up」を買受け致しまし

た。 

 

三井住友銀行では、環境問題を重要な経営課題のひとつと認識し、地球環境保全と企業

活動との調和に取り組んでおります。特に、地球環境の維持向上につながる商品の開発や

ソリューション提供は、金融機関として本業を通じ社会的責任を最も効果的に果たせる業

務と考え、力を入れて取り組んでおります。 

 

「ＳＭＢＣ環境配慮評価私募債 eco バリュー up」は三井住友銀行独自の環境配慮評価

基準で定量評価を行い、環境経営の実務に詳しい大手監査法人等に定性評価を委託するこ

とで、評価結果に応じた買受け条件の設定を行うとともに、評価結果の提供や、現状の分

析、今後の改善余地、先進事例などをご提供する私募債です。 

 

今回対象となった、株式会社オガワエコノスに対する環境配慮状況の評価結果は、企業

経営において非常に優良かつ特徴的な環境配慮を実施されているとの評価となりました。 

 

特に、①高齢化社会に向けての新規支援事業「お出かけ隊」と「ふるさとを片づけたい

の～」を立ち上げ、社会ニーズに応えるサービスを開発されている点、②RPF事業の海外

進出に向け、３工場で RFPの JIS規格認証取得を推進されている点、③新たなコミュニケ

ーションの場ともなる、環境負荷を大幅に低減した新焼却施設の建設を推進されている点、

④省エネの更なる推進により、エネルギー原単位を約 9％改善されている点、⑤労働安全

衛生のマネジメントシステム規格 OHSAS18001を新たに認証取得された点などが高く評価

されました。 

 

なお、株式会社オガワエコノスに対する「ＳＭＢＣ環境配慮評価私募債ecoバリュー up」

の買受けは 2回目となり、前回の評価結果を受け、CSR経営を多方面に亘り進化されてお

ります。 

 

三井住友銀行では、本業を通じ、環境配慮を進める企業の活動を支援して参ります。 

 

 

 

 

 

 

新焼却施設完成予想図    環境学習・工場見学風景    ＲＰＦ出荷作業風景 
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